














　本研究では当初から主に 2 つの課題を念頭に置いている。第 1 は、機構全体における所蔵資料の
情報共有化事業と連携し、映像資料の文化資源化の可能性を探るという課題であり、第 2 は研究目












　ここで言う多岐にわたる情報とは、（ 1 ）動画フィルムと写真の映像資料を出発点として、（ 2 ）映






































1 ．調査、 2 ．研究会、 3 ．成果の 3 項目に整理し、それぞれ時系列順に示しておきたい。
1 ．調査
　（ 1 ）〈鹿児島県十島村立口之島小中学校、十島村役場における現地上映会と調査〉：2010 年 3 月












　（ 3 ）〈鹿児島県十島村役場中之島出張所における現地上映会と調査〉：2011 年 3 月 18-21 日に島
民約 70 名の参加を得て現地上映会と調査を行った。上映に際しては、事前に中之島に関する『ア
チック写真 vol．4 』の写真資料集を作成し、島民に配布して調査にのぞんだ。





　（ 5 ）〈鹿児島県十島村口之島並びに中之島における調査〉：2012 年 3 月 26-29 日に、前 2 回の現
地上映会を受けて、さらなる追加の聞き取り調査を行った。特に上映会で情報を寄せてくれた人々
に重点的に聞き取りを行った。
　（ 6 ）〈国立民族学博物館収蔵庫における薩南十島調査関連収集品の調査〉：2011 年 7 月 16-17
日、並びに 2012 年 10 月 13-14 日に薩南十島調査時の映像資料に記録されているモノと、現在、
国立民族学博物館に所蔵されている当時の収集品の対応関係を調査した。
2 ．研究会
　（ 1 ）〈第 1 回研究会（2009 年 10 月 10-11 日）〉：共同研究の概要について、「アチックフィルム・
写真」の現状について、今後の研究計画について等を議論した。
　（ 2 ）〈第 2 回研究会（2009 年 12 月 7 日）〉：「渋沢篤二と渋沢敬三の映像からみえてくるもの」（原
田健一）、「口之島の祭祀組織と島の自治会」（小島摩文）の発表に続いて、2010 年 3 月の口之島調
査について、今後の研究計画について等を議論した。
　（ 3 ）〈第 3 回研究会（2010 年 7 月 18 日）〉：「アチックフィルム・写真にみるモノ・身体・表象─
空間・建築物と人の関係、及び、口之島調査から」（清水郁郎）の発表を中心に、口之島調査関連
の資料について等が議論された。
　（ 4 ）〈第 4 回研究会（2011 年 3 月 21 日）〉：「日本常民文化研究所所蔵アチック写真から見る渋沢
敬三の資料観」（小林光一郎）の発表を中心に議論が行われた。
　（ 5 ）〈第 5 回研究会（2011 年 7 月 16-17 日）〉：「アチック十島調査に関わる民博の標本資料」（飯
田卓）の発表を中心に、国立民族学博物館に所蔵されているアチック調査による収集品に関する議
論が行われた。
　（ 6 ）〈第 6 回研究会（2012 年 3 月 29 日）〉：中之島での上映会調査を受けて、中之島・口之島で
の調査報告、これまでの資料整理状況と今後の計画についてなどの議論が行われた。
　（ 7 ）〈第 7 回研究会（2012 年 10 月 13 日）〉：「『アチックフィルム・写真』共同研究での調査・資
料整理─成果公開に向けて」（高城玲）、「アチックミューゼアムの調査写真・フィルム─渋沢の視
点・同人の視点」（羽毛田智幸）の発表を中心に議論が行われた。
　（ 8 ）〈第 8 回研究会（2013 年 2 月 10 日）〉：「渋沢敬三の画像資料認識」（井上潤）の発表を中心
に、成果刊行の予定について議論が行われた。







　（ 1 ）〈合同成果発表会（2012 年 9 月 15 日）〉：機構共同研究「アジア祭祀芸能の比較研究」班と
合同の公開成果発表会「海を越えての交流―民俗、祭祀、芸能の面から―」を開催し、高城玲と羽
毛田智幸が台湾「パイワン族」の映像と「朝鮮多島海」の映像に関する報告を行った。











　（ 3 ）〈『国際常民文化研究叢書 8  アチックフィルム・写真にみるモノ・身体・表象［資料
編］』〉：本書は上述した 2 つの課題の中の第 1 の課題に対する成果であり、「薩南十島調査」に地域
を限定しながら映像資料の整理とその文化資源化を行っている。中には、 1 ．アチック写真叢書版
本目録（薩南十島調査関連）、 2 ．国立民族学博物館の標本資料との照合、 3 ．アチックフィルム
「十嶋鴻爪」の映像階層表、 4 ．撮影場所を推定した口之島、中之島地図という主に 4 つの資料を
収録している。
　なお、2014 年度には、叢書の［論文編］として各個の研究論文を収録した成果を刊行する予定
である。
　以上、本共同研究の活動内容を概観した。特に今回の共同研究では時間的な制約の中で、対象資
料と地域を戦略的に限定しながら研究を進めてきたが、日本常民文化研究所には他にも多くのアチ
ックフィルム・写真が所蔵されている。それらの映像資料をいかに整理・調査していくかは今後に
残された課題でもある。特に今回の現地上映会を中心とする資料整理・調査の方法が他のアチック
フィルム ･ 写真の文化資源化へのひとつの範例となっていけば、本共同研究の目的の一端は達成で
きたと言うことができるだろう。
